
一
頁

政
令
第
三
百
六
十
六
号

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
災

害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
七
十
六
条
の
六
第
一
項
、
第
七
十
六
条
の
七
及
び
第
七
十
六
条

の
八
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
三
条
の
二
に
お
い
て
」
を
削
る
。

第
三
十
三
条
の
二
中
「
第
七
十
六
条
の
四
」
を
「
第
七
十
六
条
の
五
」
に
、
「
第
七
十
六
条
第
二
項
の
」
を
「
第
七
十
六

条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
三
を
第
三
十
三
条
の
六
と
し
、
第
三
十
三
条
の
二
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
災
害
時
に
お
け
る
車
両
の
移
動
等
の
手
続
等
）

第
三
十
三
条
の
三

道
路
管
理
者
は
、
法
第
七
十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
区
間
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
と



二
頁

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
当
該
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
道
路
の
区
間
及
び
そ
の
理
由

を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
緊
急
を
要
す
る
場
合
で
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
公
安
委
員
会
に
通
知
す
る
い
と
ま
が
な

か
つ
た
と
き
は
、
事
後
に
お
い
て
、
速
や
か
に
こ
れ
ら
の
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
七
十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
書
面
又
は
口
頭
で
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
四

法
第
七
十
六
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
指
示
は
、
広
域
の
見
地
か

ら
緊
急
通
行
車
両
の
通
行
を
確
保
す
べ
き
道
路
に
つ
い
て
関
係
道
路
管
理
者
に
よ
る
法
第
七
十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
関
係
道
路
管
理
者
に
よ
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
若
し
く
は
命
令
若
し

く
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
等
」
と
い
う
。
）
が
適
切
に

行
わ
れ
て
い
な
い
か
、
又
は
適
切
で
な
い
指
定
等
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
災
害
応
急
対
策
が
的
確
か
つ
円
滑

に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
き
、
又
は
行
わ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
五

法
第
七
十
六
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権

限
及
び
法
第
七
十
六
条
の
七
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す

る
。
た
だ
し
、
同
条
に
規
定
す
る
権
限
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。



三
頁

２

第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道

開
発
局
長
に
委
任
す
る
。

第
三
十
五
条
中
「
第
八
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
八
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
道
路
交
通
法
施
行
令
及
び
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
七
十
六
条
の
四
」
を
「
第
七
十
六
条
の
五
」
に
改
め
る
。

一

道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）
第
四
十
四
条
の
二
の
二

二

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
五

号
）
第
三
十
九
条

（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
の
表
第
三
十
三
条
の
二
の
項
中
「
第
七
十
六
条
の
四
」
を
「
第
七
十
六
条
の
五
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

第
三
十
三
条
の
三

法

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
第
二
項



四
頁

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法

第
三
十
三
条
の
四

法

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法

同
条
第
三
項

法
第
七
十
六
条
の
六
第
三
項

災
害
応
急
対
策

緊
急
事
態
応
急
対
策

第
三
十
三
条
の
五
第
一

法
第
七
十
六
条
の
六
第
一
項

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
第
二
項

項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

六
条
の
六
第
一
項
及
び
法
第
七
十
六
条
の
六
第
二
項

及
び

並
び
に
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



五
頁

理

由

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
災
害
時
に
お
け
る
車
両
の
移
動
等
の
手
続
を
定
め
る
等
災
害

対
策
基
本
法
施
行
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


